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発表概要

TestLinkの活用事例＆機能概要

– 活用事例としてTest Task Forceの活動を報告

【TestLink】
・オープンソースのテスト管理ツール
・後ほど詳しく説明

【Test Task Force】
・TestLink自体のテストを行う

・世界中から募集されたテスト担当者がテストを分担
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Agenda

TestLinkとは

TestLink “Test Task Force”とは

事例：Test Task Force First Trial Run
デモンストレーション: 試験運用結果

まとめと今後の課題
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TestLinkとは

オープンソースのテスト管理ツール
– PHPで開発されたWebアプリケーション

– LAMP / WAMP環境で動作

– GNU General Public Licenseのもと、フリーで使え

る

世界中の様々な企業で採用実績がある

国際化対応しており12ヶ国語が使用可能

– TEFの有志により日本語も使える
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TestLinkの機能

テストケース作成

テストケースバージョン管理

テスト実行計画立案

テスト結果管理

レポート出力

バグトラッキングシステム(BTS)連携

テスト対象要件の管理
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Test Task Forceとは

結成
– TestLink開発者のFrancisco Mancardi氏の呼びか

けによって結成

活動内容
– TestLink自体のテストをおこなう

– テストの管理にTestLinkを使用

– テスト結果のレポートをTestLinkで作成

Web上のTestLinkを使用することで分散環境でのテストが可能に！
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Test Task Forceの組織

編成
– TestLink開発チームとは独立したメンバーにより編

成

– TestLinkの機能ドメインごとに、テストチームが編成

– チームは世界中の有志によって構成される

日本語化部会

– 中心メンバーとして任命されている
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ワークフロー

1. 各テストグループがテストケースを作成

2. TestLink形式（XML形式）で保存

3. 作成したテストケースを回収し、TestLinkサー

バにインポートして管理

4. 各グループがテストを実行

5. 実行結果を、TestLinkサーバに登録することで

メトリクスを集計
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事例：First Trial Run

Test Task Forceの試験運用

TestLink 1.7.1のリリース前ビルドのテスト

基本機能のテストを実施

以下の機能のテストを実施

– 旧バージョンからのアップグレード

– Microsoft SQL Server上での動作

日本チームのメンバがテスト設計・実行を担当
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結果概要
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テスト計画
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テスト設計
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レポート作成

TestLinkが作成したMicrosoft Word, 
ExcelドキュメントからPDFファイルを作成

【実際のレポート】
http://testlinkjp.org/testtaskforce/report.html
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デモンストレーション

TestLink実際の画面をお楽しみください
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まとめと今後の課題

まとめ
– TestLinkとは、テスト管理を楽にする、オープンソースのテスト

管理ツールである。
– TestLink “Test Task Force”とは、世界をまたに駆けた分散環

境での、TestLink自体のテストをおこなうプロジェクトである。

– Test Task Forceの活動は分散環境でおこなわれているため、
スプレッドシートで管理することはできず、TestLinkの使用が不
可欠となっている。

今後の課題
– 他のツールとの連携によるさらなる自動化
– Test Task Forceのテストプロセス改良



16

さらなる自動化

ステップ１：
– Pythonスクリプトによ
るSeleniumテストの
自動実行

ステップ２：
– TestLink内に

Seleniumのテスト
ケースを保存

– スクリプトにより取得

– 実行

【Selenium】
Webアプリケーション用のテストツール
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テストプロセス

開始条件の明確化：

– 開始条件として、始めに簡単なテストを行う。

– この開始条件を満たさない場合はテストを開始しない。

– この受け入れ検査をTestLinkで管理し自動化するこ

とを予定している。

メール駆動：

– テスト計画の作成時やテスト実行の終了時に自動で
メールを配信する（リマインダーメール）。

– これにより、メールの知らせに従ってテスト担当者が
テストに参加できるようになる。
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TestLink “Test Task Force”
http://testlinkjp.org/testtaskforce/
TEF有志によるTestLink日本語化プロジェクト
Yasuharu NISHI (Adviser),
Atsushi Nagata,           AZMA Daisuke,       Kaname Mochizuki,
Kunio Murakami,         Lumina Nishihara,   Marino Suda,
Masahide Katsumata,  Masami Ichikawa,   Masataka Yoneta,
Sadahiko Hantani,       Shinichi Sugiyama,  Shinsuke Matsuki,
Shizuka Ban,               Takahiro Wada,       Toshinori Sawaguchi,
Toshiyuki Kawanishi,   Yasuhiko Okada,     Yoichi Kunihiro,
Yoshihiro Yoshimura,  Yukiko Kajino
TestLink開発チーム
Francisco Mancardi,     Andreas Morsing,    Martin Havlát
Kevin Levy,                   Asiel Brumfield,
Prem Kumar Aparanji,  Jason Archibald,      Fabien Le Bars
Greg Blaire                   and amount of localization supporters

ご清聴ありがとうございました


